
















「じどう車ずかんをつくろう」を目標に掲げ、単
元の最後に近接する幼保一体施設「あゆみ園」
を訪れ、調べたことを発表する。そのために、自
動車に関する教材文を読み、自動車の特徴や説
明文の書き方を学び、それを生かしていく。

「時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読む」力
複数の文章を読んで共通点を見つける力
接続語「そのために」を用いてつながりのある文章を書く力
カタカナで書く語を読んだり書いたりする力

●
●
●
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●
●
●
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単元の概要 育てたい力

　指導計画に習得・活用の流れを明記したことによ
り、どこで習得した力をどこで活用するかが意識で
きた。習得した力を整理して掲示し、毎授業の最初
に振り返らせることで、一人ひとりの習得を深めら
れた。更に、前時までの学習内容では解決できない
課題を与え、新しい力を子ども自身が発見する場を
与えた。
　一方、「読む力」と「書く力」の両方を目標に設

定したことは検討が必要であったと吉田先生は振り
返る。「『書く力』の育成も目標であれば、文章の構
成を考えたり、文章を書いたりする言語活動を盛り
込む必要があったと思います。ただ、設定時数内で
これらの活動を行うのは難しく、『書く力』につい
ては別単元での指導が妥当でした。年間を通じた指
導事項と言語活動との整合性の確認の重要性を改め
て感じました」

教師の振り返り

　単元の冒頭で、以前に作った「たのしいとりのだ
いひゃっか」を思い出させると共に、教師が作った
「じどう車ずかん」の見本を見せて、関心・意欲を
引き出した。続いて、教師の支援の下、子ども自身
に学習計画を立てさせ、学習の見通しを持たせた。
　その後は、教科書を使って図鑑作りに必要な要素

を読み取る力を身に付けながら、図鑑作りを進めた。
その際、常に前時の学習を想起させることによって、
学習内容が次の時間に生かせることに気付かせた。
　最後に、幼保一体施設「あゆみ園」で調べたこと
を発表する機会を設けることで、関心・意欲の持続
を図った。

指導の流れのポイント

　１学期に「たのしいとりのだいひゃっか」（とり
のくちばし図鑑）を作り、「問い」─「答え」という
説明文の基本を学んだ。本単元では、さまざまな車
の「しごと」と「つくり」が、「話題・問題提起」→「問
題に対する答え」として書かれているのを読み取り、
内容を理解すること、図鑑を作る作業を通して、説

明文への理解を深めることをねらう。０９年度の「全
国学力・学習状況調査」では、文の意味のつながり
を考えながら、接続語を使って内容を分けて書く問
題などの正答率が低かった。それを踏まえ、接続語
である「そのために」の使い方を学び、図鑑作りに
生かす活動を取り入れている。

単元のねらい

2009年度に実践した1年生の単元の流れを紹介

単元「じどう車ずかんをつくろう」（国語９時間、生活科２時間）

　「指導事項マトリクス」で身に付けさせたい力を
確認し、「言語活動を設定するプロセス」を経て授

業をつくる同校。授業の流れを、「じどう車ずかん
をつくろう」を例に紹介する。
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特集

移行措置対応のポイント
第 4 回

言語活動を通じてつくる国語の授業
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時間段階 主な学習活動 教師の工夫

1

2

ふ
か
め
る

3
習得

4
習得・活用

9

10

11

5・6
習得・活用

7
習得・活用

8
活用

つ
く
る

ひ
ろ
げ
る

つ
か
む

単元の流れ

❶以前に作った「たのしいとりのだいひゃっか」のことを想
起する。教師は、好評だったことを伝える

❷教科書の「じどう車くらべ」を読み、どのような活動をし
たいかを考える
❸学習課題を設定する
◎「じどう車ずかん」をつくって「あゆみえん」（近隣の幼保
一体施設）で発表しよう

❹新出漢字、カタカナの練習をする

◎「じどう車ずかん」をつくるためのがくしゅうけいかくを
たてよう

❶「たのしいとりのだいひゃっか」を作った時の学習計画を
参考にして、教師が支援しながら学習計画を立てる

◎「じどう車ずかん」のつくりかたをしらべよう
❶教科書の全文を音読する
❷どのような自動車について書かれていたかを確認する
　（バスと乗用車、トラックなどについて書かれている）
❸「バスと乗用車」と「トラック」について書かれた文を比
べて読み、共通部分を見つける

❹自動車の「しごと」と「つくり」について書かれていたこ
と、どちらにも「そのために」という言葉が使われていた
ことを確かめる

◎「バスやじょうよう車」のずかんをつくろう
❶前時の学習を想起する
❷学習段落を音読する
❸読み取る視点を確認し、「しごと」と「つくり」に線を引く
❹文と関係している絵の部分を線でつなぐ
❺ワークシートにまとめ、図鑑を作る
❻「しごと」と「つくり」を読み取る時にヒントになるキー
ワードを確認する

＊「トラック」「クレーン車」の図鑑作りを前時と同様に実施

◎じぶんのすきなじどう車のずかんをつくろう
❶前時までの学習を想起する
❷資料を読む（教師の自作資料を使用）
❸読み取る視点と、キーワードを確認する
❹「しごと」と「つくり」が書いてあるところに線を引く
❺文と関係している絵の部分を線でつなぐ
❻カードにまとめる

◎ずかんをかんせいさせ、よみあおう
❶表紙と目次を作る
❷友だちの図鑑と交換して読み合い、感想を伝える

◎はっぴょうのれんしゅうをしよう
❶どのような発表の仕方が良いかを話し合う
❷発表の練習をする

◎あゆみえんのこどもたちによんできかせよう
❶あゆみ園の園児たちに自分たちが調べた自動車について発
表する

❷学習のまとめをする

❶相手が聞きやすい声の大きさや速さを意識させ
た。絵を指し示しながら説明するようにした
❷自動車について書かれた本を紹介し、さらに読書
を進めるきっかけをつくった

❶表紙と目次はカードを使用し、時間をかけずに出
来るようにした

❷例文を与え、良かったところを口頭で伝えるよう
にした

❷資料は教材文と形式が異なるものを準備し、「しご
と」と「つくり」を読み取る力を付けた
❸❹❺同じ自動車を選択した児童同士でグループを
作って学習することにより、分からないところを
教え合うことが出来るようにした

❶前時を想起させることによって、学習したことが
本時の学習に役立つことに気付くようにした

❸❹「しごと」が書いてある文に赤で、「つくり」が書
いてある文には青で線を引き、文と関係している
絵の部分を線でつなぐ活動をすることによって、
内容の大体をつかませた
❻「……しごとをしています。」の文と、「そのために」
の言葉が手掛かりになっていることを確認した

❸どちらの文にも「しごと」と「つくり」について
書かれていることに気付くようにした（比較の視
点）
❹「そのために」の「その」が指す内容を確認した

❶図鑑を作るために必要な学習や効果的な学習の流
れを考えることで、学習計画を作っていった
❶「ひろげる」段階の2時間は、生活科「こんなにで
きるようになったよ」の一部として計画した

❶出来上がった時の気持ちも想起させた
❷絵本やクイズに書き換える活動のアイデアも出る
と想定されたが、教師が作った見本を見せて「図
鑑を作りたい」という気持ちが起こるようにした

❷あゆみ園の園児たちに分かりやすいように、自動
車の拡大写真を使用。発表する内容と写真の部分
が一致するように発表の練習をした

＊衣川小学校「第１学年国語科学習指導案」を基に編集部が作成
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◎家での学習の様子を見る
と、９４％が「出された宿題
をきちんとやっていく」と回
答している。
　一方、「自分で興味を持っ
たことを、学校の勉強に関係
なく調べる」「授業で習った
ことを、自分でもっと詳しく
調べる」などの回答はそれほ
ど多くなく、言われたことは
きちんとするものの、自主的
に学びに向かう態度がやや弱
い様子もうかがえる。

＊数値は「あてはまる」と「まああて
はまる」の合計
＊全17項目より抜粋

出典／「第４回学習基本調査・国内調
査」Benesse教育研究開発センター

◎子どもたちが授業を受けて
いる様子を１９９０年と比べる
と、「黒板に書かれていなく
ても、先生の話で大切なこと
はノートに書く」「授業でわ
からないことは、あとで先生
に質問する」の回答比率が増
加している。
　一方、「近くの人とおしゃ
べりをする」「マンガをかい
たり、文房具で遊ぶ」が減少
している。授業中の逸脱行為
が少なくなり、全体的に以前
より授業をまじめに受けてい
る様子がうかがえる。

＊数値は「よくある」と「時々ある」
の合計

出典／「第４回学習基本調査・国内調
査」Benesse教育研究開発センター

授業の受け方（５年生）

（％）
806040200

家での学習の様子（５年生）

（％）
1000 80604020

1990年
2006年

37.437.4

26.0 

32.332.3

25.0 

66.3

59.2

49.249.2

33.933.9

37.4

32.3

49.2

33.9

96.096.094.0 

64.8

57.457.4

54.354.3

57.4

54.3

58.9

58.1

55.5

58.6

54.0

16.3

学
習
習
慣
・
学
習
意
欲

子ども
と教育

 

第　4　回　

ベネッセ
の

データ
でみる

まじめに授業を受ける子どもが増加1

94％が「宿題はきちんとする」2

本コーナーで紹介している
調査結果の詳細は

ウェブサイトでご覧いただけます

近くの人と
おしゃべりをする

黒板に
書かれていなくても、

先生の話で大切なことは
ノートに書く

授業でわからないことは、
あとで先生に質問する

マンガをかいたり、
文房具で遊ぶ

出された宿題をきちんとやっていく

自分で興味を持ったことを、学校の勉強に関係なく調べる

授業で習ったことを、自分でもっと詳しく調べる

予習をしてから授業を受ける

全
国
的
に
見
て
、
子
ど
も
の
学
習
行
動
や
意
識
に
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
授
業
や
家
庭
学
習
に
対
す
る
意
識
、

成
績
の
違
い
に
よ
る
意
識
の
差
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
。

第４回学習基本調査・国内調査
httphttp://view21.jpview21.jp/ss94219421/
第４回学習基本調査・学力実態調査
httphttp://view21.jpview21.jp/ss94229422/
※第２回子ども生活実態基本調査は

３月上旬公開予定です
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◎グラフは、学力調査の結果
（平均正答率）を、学習の様
子別にみたものだ。例えば、
「自分で興味を持ったことを、
学校の勉強に関係なく調べ
る」という問いに「あてはま
る」と答えた子どもは、そう
でない（「あてはまらない」）
子どもよりも正答率が高い。
与えられた課題以外の学習に
も積極的に取り組んでいる子
どもの方が正答率が高いこと
が分かる。

◎成績（子どもの自己評価）
によって、学習の取り組み方
はどう異なるのだろうか。最
も開きがあるのは、「勉強の
計画をたてること」。成績上
位層は約５割が「得意」と答
えているが、成績下位層は２
割にも満たない。全体的に見
て、成績上位層の子どもの方
が、自主的な学習習慣を身に
付けていると言える。

＊全13項目より抜粋

出典／「第４回学習基本調査・学力実
態調査」Benesse教育研究開発センタ
ー

＊数値は「とてもそう」と「まあそ
う」の合計。* 印は、「とても得意」と
「やや得意」の合計。成績中位の数値
は省略した

出典／「第２回子ども生活実態基本調
査」Benesse教育研究開発センター

80604020

自分で興味を持ったことを、
学校の勉強に関係なく

調べる

授業で習ったことを、
自分でもっと詳しく調べる

予習をしてから
授業を受ける

嫌いな科目の勉強も
一生懸命する

家での学習の様子と成績の関係（５年生・算数）

（％）
0

勉強の取り組み方（４～６年生・成績別）

（％）

37.4

32.3

49.2

33.9

96.0

57.4

54.3

「あてはまる」と回答した子の正答率 「あてはまらない」と回答した子の正答率

66.7

58.958.9

67.4

58.158.1

68.5

60.7

66.4

55.555.5

58.9

58.1

55.5

80604020

親に言われなくても
自分から勉強する

テストで間違えた問題を
やり直す

資格試験や検定試験を
受けるための勉強をする

勉強の計画をたてること*

自分でたてた
勉強の計画を守ること*

0

成績上位 成績下位

58.658.6

41.0

73.2

29.3

52.5

19.4

52.9

54.054.0

16.316.3

58.6

54.0

16.3

23.7

課されたこと以外の学習にも取り組む子どもは正答率が高い3

成績上位の子どもは自主的に学習に取り組む4

http: view21.jp s9421

http: view21.jp s9422
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◎成績（子どもの自己評価）
によって、学習の動機につい
てはどう異なるのだろうか。
成績上位の子どもほど、「い
ろいろな考え方を身につける
ことができるから」など前向
きな動機を挙げる比率が高
い。一方、「成績が悪いと親
にしかられるから」など、受
け身な考え方やネガティブな
動機には、成績による大きな
差は見られない。

◎小学５年生が平日に学校外
で勉強する時間は、宿題が平
均約３６分。これに塾や家庭
教師などの学習時間や、宿題
以外の家庭学習時間も含める
と、平均約８２分となってい
る。宿題をする時間の内訳を
見ると、１日３０分以下の子ど
もが全体の６３.３％を占める。

＊数値は「とてもそう」と「まあそ
う」の合計。成績中位の数値は省略
した

出典／「第２回子ども生活実態基本調
査」Benesse教育研究開発センター

＊時間の平均は「ほとんどしない」
を０分、「２時間」を120分のように
置き換えて、「無回答・不明」は除い
て算出
＊「学習をする時間」は、学習塾や家
庭教師について勉強する時間を含
む

出典／「第４回学習基本調査・国内調
査」Benesse教育研究開発センター

学習する理由（４～６年生・成績別）

（％）
100

平日１日の家庭学習時間（５年生）

（％）
1000 80604020

69.3

806040200

問題が解けると
うれしいから

成績上位 成績下位

67.3

84.3

いろいろな考え方を
身につけることができるから 56.5

82.4

小学生のうちは勉強しないと
いけないと思うから 68.0

73.073.0

勉強しないと
頭が悪くなるから 72.172.1

73.673.6

成績が悪いと
親にしかられるから 35.535.5

33.533.5

今までできなかったことが
できるようになるから 68.8

85.1

73.0

72.1

73.6

35.5

33.5

ほとんどしない　4.1 1時間３０分　3.6
2時間　1.3

それ以上　1.0
無回答・不明　1.3

15分　23.3 45分45分　　15.615.630分30分　　35.935.9 45分　15.6 1時間1時間
113.93.930分　35.9 1時間
13.9

成績上位の子どもの学習理由は、前向きで目的が明確5

宿題の時間は30分強6

◎宿題をする時間の平均

◎学習をする時間の平均

◎学習時間に占める宿題をする時間の比率

36.4分

81.5分

44.7 %

◎平日に宿題をする時間
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◎まじめ、でもやや受け身

　近年、子どもの授業態度はまじめになっているよ

うだ（Ｐ.２０　）。９４％の子どもが宿題をきちんとこ

なし（Ｐ.２０　）平日に宿題を「ほとんどしない」と

いう子どもは少ない（Ｐ.２２　）など、基本的な学習

態度は改善しているように見える。日頃のきめ細か

な指導の成果だろう。しかし、言われたことには素

直にこつこつ取り組むが、自ら進んで学ぼうという

意欲や学んだことを更に深めようとする意識・学習

行動には、課題も見受けられる。こうした態度や習

慣は、成績上位の子どもほど身に付けている比率が

高い（Ｐ.２１　　、Ｐ.２２　）。

◎「自分で出来ること」を徐々に増やす

　少子化や保護者の教育観の変化などにより、保護

者と子どもの関係がより密接になっている。例外は

あるものの、子どもは家庭内で大切に育てられている。

そうした中、ますます大切になってくるのは発達段

階に応じた「自立」への手立てだ。生活場面のみな

らず学習の場でも、自らの意思と意欲で自立的に学

習できるように導く必要がある。そのためには、子

ども自身で出来ることを徐々に増やし、達成感を積

み重ねつつ習慣化できるように、学校と保護者が上

手に働き掛けることが大切だろう。保護者に対して

「もっと子どもに任せてみてください」などと理解と

協力を得る機会を増やしても良いかもしれない。

◎家庭学習習慣は生活習慣でもある

　家庭学習指導は、そのきっかけの一つになる。家

庭学習習慣は生活習慣でもある。意欲的に自学自習

できることが最終目標とはいえ、小学生のうちは学

習をきちんと生活の中に位置付けることが先決だ。

決まった時間に机に向かい、宿題等に取り組むこと

は「自立」と「自律」の第一歩。生活習慣付けの一

環として、宿題の出し方や指導の在り方などについて、

改めて学校ぐるみで検討してはどうだろうか。

69.3

73.0

72.1

73.6

35.5

33.5

45分　15.630分　35.9 1時間
13.9

Benesse Research

家庭学習指導などを通じて
「自立」への働き掛けを

ま と め

　　出典3

　　出典54

「第４回学習基本調査・学力実態調査」Benesse教育研究開発センター
調査時期は２００６年１１月、調査対象は、「第４回学習基本調査・国内
調査」の対象者（上記）のうち、小学５年生２,４４６人、中学２年生
１,７２３人。調査方法は学校通しによる自記式調査（テスト）

「第２回子ども生活実態基本調査」Benesse教育研究開発センター
調査時期は２００９年８～１０月、調査対象は全国の小学４年生～高校
２年生１３,７９７人（うち小学生３,５６１人）。調査方法は学校通しによ
る自記式質問紙調査

　　　　　出典2 61

「第４回学習基本調査・国内調査」Benesse 教育研究開発センター
調査時期は２００６年６～７月、調査対象は全国３地域［大都市（東
京２３区内）、地方都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地方）］の
小学５年生２,７２６人。調査方法は学校通しによる自記式調査

1

2

543

6

研修会や保護者会に役立つ！
学習習慣・学習意欲に関する

お薦めウェブサイト

※上記は2009年12月時点での情報です

OECD生徒の学習到達度調査（PISA）調査結果

国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2007）

お茶の水女子大・Benesse教育研究開発センター

教育格差の発生・解消に関する調査研究

◎2000年、2003年、2006年の各調査結果の要約。例えば、
2006年調査結果では、読解力、数学的リテラシー、科学的リ
テラシーそれぞれの平均得点の国際比較一覧などが見られる

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/pisa/

◎小学４年生、中学２年生を対象にした算数・数学と理科の教
育到達度を図る国際比較調査。両教科の重要性をどう認識して
いるかや自信の有無など、子どもの意識が分かる

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
gakuryoku-chousa/sonota/07032813.htm

文部科学省／国立教育政策研究所

平成21年度全国学力・学習状況調査　調査結果について

特定の課題に関する調査
（国語、社会、算数・数学、理科）

◎全国学力・学習状況調査の結果一覧。都道府県別、地域規
模別の結果や、知識に関する調査と活用に関する調査の相関な
ども見られる

http://www.nier.go.jp/09chousakekka/index.htm

◎国語は漢字・長文記述、算数・数学は数学的に考える力・計
算力、といったように、各教科の特定の課題に関する学力調査
結果や、児童・生徒、教師の意識が分かる

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
gakuryoku-chousa/sonota/07032814.htm

◎全国３地域の小学校５年生およびその担任、校長、保護者を
対象に行った、学力格差の有無と程度を調べた調査。読書と国
語力の相関や、児童と保護者のコミュニケーションの量と学力
の関係などがグラフにまとめられている

http://www.benesse.jp/berd/center/open/report/
kyoiku_kakusa/2008/index.html
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実
践
事
例

小
学
校
英
語
！

答
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
緊
張
は
英
語
活
動
を
続
け
て

い
く
中
で
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
、
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
答
え
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
英
語
活
動
に
慣
れ
る
に
従
っ
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
こ
だ
わ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
５
年
生
担
任
の
宮
崎
み

さ
先
生
は
、
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
教
師
が
例
文
を
示
し
、
復
唱
さ
せ
た

後
に
、
子
ど
も
同
士
で
同
じ
よ
う
に
活
動

さ
せ
ま
す
。
す
る
と
、
授
業
で
習
っ
た
例

文
と
少
し
で
も
違
う
答
え
が
返
っ
て
く
る

と
、
対
応
出
来
な
く
な
る
子
ど
も
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
」

　

６
年
生
担
任
の
山
田
幸
子
先
生
は
、
子

ど
も
の
主
体
性
の
欠
如
も
感
じ
て
い
た
。

　
「
授
業
中
、
子
ど
も
は
教
師
に
質
問
さ

れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。

自
分
か
ら
発
言
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
な

い
こ
と
が
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
よ
り
自
発
的
に
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
と
、
独
自
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
10
の
ポ
イ
ン
ト
」

（
図
１
）
を
つ
く
っ
た
。「
相
手
の
話
を
よ

く
聞
く
」「
相
手
の
目
を
見
て
話
す
」
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
重
要
な

10
項
目
を
挙
げ
、
更
に
、　

O
h.　

W
ow

.

　

三
重
県
の
山
間
部
に
位
置
す
る
鈴
鹿
市

立
椿
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数
が
約

１
５
０
人
の
単
学
級
校
だ
。
知
っ
て
い
る

人
に
会
っ
て
も
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
出

来
な
い
こ
と
も
あ
る
内
気
な
子
ど
も
も
多

い
と
い
う
。
英
語
活
動
に
取
り
組
み
始
め

た
の
は
、1
9
9
7
年
に
文
部
省
（
当
時
）

か
ら
小
学
校
英
語
の
研
究
開
発
学
校
に
指

定
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
当
初
は
、

多
く
の
子
ど
も
が
緊
張
し
な
が
ら
英
語
を

学
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、
既
習
の
英
語

表
現
で
あ
っ
て
も
、
教
師
の
質
問
に
対
し

て
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
い
、
う
ま
く

な
ど
の
感
嘆
詞
や Sure.  Really? 

な
ど

の
相
づ
ち
の
言
葉
を
「H

appy W
ords

」

と
し
て
示
し
た
。
椿
小
学
校
の
英
語
活
動

を
主
導
し
て
き
た
鷹
巣
雅
英
先
生
は
、

「H
appy W

ords

」
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
コ
ツ
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
た
か
っ
た
と
説
明
す
る
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
い
さ
つ
や
相
づ
ち

が
会
話
を
つ
な
ぎ
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
こ
と
を
教
え
た
か
っ

た
の
で
す
。
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
は
難
し
い
表
現
は
必
要
な
い
こ
と
が

分
か
れ
ば
、
子
ど
も
は
も
っ
と
自
分
か
ら

話
す
よ
う
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
10

の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
英
語
活
動
の
度
に
一

人
ひ
と
り
に
配
布
す
る
「
振
り
返
り
カ
ー

鈴
鹿
市
立
椿
小
学
校

宮
崎
み
さ

M
iyazaki M

isa

５
学
年
担
任

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
な
い

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

10
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
作
成

鈴
鹿
市
立
椿
小
学
校
で
は
、「
英
語
ノ
ー
ト
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
身
近
な
素

材
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
る
。
子
ど
も
が
意
欲
的
に
参
加
す
る
活
動
を

通
じ
て
、
主
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
工
夫
し

子
ど
も
の
主
体
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む

三
重
県
鈴
鹿
市
立
椿
小
学
校

鈴
鹿
市
立
椿
小
学
校

山
田
幸
子

Yam
ada Sachiko

６
学
年
担
任

三
重
県
小
学
校
英
語
活
動
研
究
会

事
務
局
代
表

（
元
鈴
鹿
市
立
椿
小
学
校
講
師
）

鷹
巣
雅
英

Takasu M
asae
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よく聞いて
Listen
carefully

響き合う力
Enjoy 

communication

相手の目を見て
Eye contact

笑顔で
Smile

手掛かりになる言葉を見つけながら聞きました。

Happy Wordsを使って、
相づちを打ちながら聞きました。

話し手の顔を見て聞きました。

笑顔で聞いたり、話したりしました。

話し手の言おうとすることは何か考えながら、聞きました。

相手に届く声で
Clear voice

相手に届く声で、はやさを工夫して話しました。

One more time, please. と言って、
聞き取れなかったことを聞き直しました。

Happy Wordsを使って、やりとりを続けました。

今まで学習した表現を使って、
言いたいことを伝えようとしました。

1

2

4

5

6

7

3

8

9

10 ジェスチャーや絵などを使って、会話を続けました。

Oh. / Yes. / Nice. / Wonderful. / Very good. / Wow. /  Really? 
/ Thank you. / You are welcome. / Good job. / Nice try. / Sure.  
/Help me, please.

Happy
Words

すぐに１列そろっ
てしまう場合と全く
そろわない場合が
あり、授業の時間
配分がしにくい既習の

単語の確認

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

キ
ー
ワ
ー
ド
ゲ
ー
ム

ボ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

チップの枚数を何
枚にするかで時間
の調整が出来る
ので、授業案を組
みやすい。やや長
く時間がかかるた
め、児童の集中を
切らさないように
する

既習の
単語の確認

ゲームの概要 指導上の留意点ゲームの目的

①
②

③
④

⑤

一人一枚ゲーム用のシートを用意する
担任が今回のテーマ（フルーツや動物
など）を発表し、児童がそのテーマに
沿った単語でシートを埋めていく
担任やALTが単語を発音する
聞き取った単語がシートにあれば該当
するマスに丸を付けていく
列がそろったら、「ビンゴ！」と言い、手を
挙げる

①

②

③

④

⑤

一人一枚ゲーム用のシートを用意する
（ビンゴゲームと同じシート）
担任が今回のテーマ（フルーツや動物
など）を発表し、児童がそのテーマに
沿った単語でシートを埋めていく
色画用紙などを切ったチップを各マス
の上に置いていく
（＊１６マスならば、４～８枚が妥当）
担任やALTが単語を発音する。子ども
はその単語の上にチップが乗っていな
いかを確認し、乗っていればチップを取
る。乗っていなければ、そのままにする。
すべてのチップがなくなった児童は
「ボンゴ！」と言い、手を挙げる

①
②

③

④

児童をペアに分ける
担任やＡＬＴが「キーワード」を決めて、
児童に発表する
キーワードではない単語の場合は、手
拍子をしながら発音を復唱する
キーワードが読み上げられたら、復唱を
せずに、ペアの間に置かれた物（通常
消しゴムなど）を取る

発音の練習が出
来ているか留意し
ながら、ゲームを進
める。
勝敗の基準を「早
く取ること」だけに
しないように工夫
する

新しく
習う単語の

練習

図 1 コミュニケーションを楽しむ10のポイント

図 2 目的に応じたゲームの使い分け

ド
」
の
一
要
素
で
も
あ
る
。
子
ど
も
が
、

10
項
目
の
中
か
ら
、
今
日
は
ど
の
項
目
を

頑
張
る
か
を
決
め
、
授
業
の
終
わ
り
に
、

目
標
が
ど
の
程
度
達
成
出
来
た
か
を
自
己

評
価
す
る
。
活
動
に
目
的
意
識
を
持
た
せ

る
上
で
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支

援
す
る
こ
と
に
加
え
、
子
ど
も
の
主
体
性

を
更
に
育
む
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、「
英
語
ノ
ー
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
へ
の
ア
レ
ン
ジ
だ
。

　

５
年
生
のLesson

９

の
「
ラ
ン
チ
・

メ
ニ
ュ
ー
を
作
ろ
う
」
を
例
に
見
て
み
よ

う
。
ま
ず
一
つ
目
の
工
夫
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
身
近
な
も
の
を
用
い
て
、
活
動
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
授
業

の
導
入
で
は
校
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
使
っ

た
チ
ャ
ン
ツ
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
を
活
気

付
け
る
。
ま
た
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
の
チ

ラ
シ
に
載
っ
て
い
る
生
鮮
食
品
が
ど
こ
の

国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
物
か
を
ク
イ
ズ
と
し

て
出
題
す
る
。
更
に
、
鈴
鹿
に
は
ブ
ラ
ジ

ル
人
が
多
い
た
め
、
意
識
的
に
ブ
ラ
ジ
ル

の
話
題
を
盛
り
込
む
な
ど
の
実
践
も
行
っ

て
い
る
。

　

二
つ
目
の
工
夫
と
し
て
は
、
社
会
科
で

習
っ
た
鈴
鹿
市
と
外
国
と
の
交
流
や
家
庭

科
で
習
う
食
品
の
栄
養
素
の
種
類
な
ど
、

他
の
教
科
の
学
習
内
容
を
意
識
的
に
盛
り

込
む
こ
と
で
あ
る
。
他
教
科
で
習
っ
た
こ

と
を
英
語
活
動
に
加
え
る
こ
と
で
、
教
科

横
断
的
な
知
識
を
形
成
し
て
い
く
の
だ
。

　

三
つ
目
は
、
そ
の
場
に
応
じ
た
ゲ
ー
ム

を
行
う
と
共
に
、
勝
敗
が
毎
回
変
わ
る
よ

う
に
工
夫
す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
既
に

覚
え
た
単
語
を
確
認
す
る
に
は
「
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
」、
新
し
い
単
語
を
練
習
す
る
に

は
「
キ
ー
ワ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
ふ
う

に
、
ゲ
ー
ム
の
特
徴
に
よ
っ
て
使
い
分
け

て
い
る
（
図
２
）。

　

ま
た
、
子
ど
も
同
士
が
目
の
前
に
置
い

た
食
品
サ
ン
プ
ル
を
取
り
合
う
「
キ
ー
ワ

ー
ド
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
単
に
動
作
の
早
い

子
ど
も
が
勝
つ
こ
と
が
な
い
よ
う
、
特
定

の
栄
養
素
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
食
品
を

取
っ
た
者
の
勝
ち
と
す
る
な
ど
の
気
遣
い

を
し
て
い
る
。

　

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
の
実
施
に
は
次
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
と
宮
崎
先
生
は
言
う
。

　
「
友
だ
ち
と
一
緒
に
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム

を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
自
然
と
、
友

だ
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
学
ん
だ
り
、
前
回

よ
り
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
自
分
を
感

じ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
次
回
は

も
っ
と
話
し
た
い
、
学
び
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
更
に
活
動
に
も
積
極
的
に
な

る
の
で
す
」

　

こ
の
よ
う
な
英
語
活
動
の
成
果
は
、
日

常
生
活
に
も
現
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
自
発
的
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
英

語
以
外
の
授
業
で
も
積
極
的
に
発
言
し
た

り
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
英
語
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

の
主
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
理
想

は
、『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

10
の
ポ
イ
ン
ト
』
の
全
項
目
を
全
員
が
実

践
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
」（
鷹

巣
先
生
）

子
ど
も
に
と
っ
て

身
近
な
素
材
を

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
活
用
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sandwich

sandwich

sandwich

小
学
校
英
語
！

■目標 ・世界の料理に興味を持ち、世界には多様な食文化があることに気付く
　　　　　　　　　　  （言葉や文化についての関心・意欲・態度の育成）
 ・食べ物に関する言葉に慣れ親しむ
　　　　　　　　　　 ・積極的にオリジナル・ランチ・メニューを発表したり、他の児童の発表を聞いたりする
　　　　　　　　　  　・丁寧な言い方で欲しいものを尋ねたり、伝えたりする（コミュニケーション能力の素地をつくる）

■扱う表現（キーセンテンス） ・ What would you like?　　・I’d like…

■準備するもの ・「英語ノート」１巻末の「食べ物カード」
　　　　　　　　　　 ・食品サンプル（家庭科の教具、レストランなどで置いてあるもの、自作のものなど）

13 イントロダクションキーワードゲーム

ゲームを使った英語活動　椿小学校指導案より
「ランチ・メニューを作ろう」（5年生）

1 授業や日常生活で使えるフレーズが26個含まれて
いるチャンツ「発表しよう、ほめあおう」＊を楽しみ
ながら歌う。チャンツには以下のようなフレーズが
盛り込まれている

You can do it. / Do your best. / Let me try. / I liked…

2 チャンツ

●「椿っ子Greetings」で英語のあいさつなど
を確認し、授業へのウォーミングアップとする

●「World Trivia」では、なるべく子どもの生活
に密着した題材を取り上げる

1point

●この後の授業で使う単語・表現がたくさん出て
くるので、しっかり声を出して語彙を確認する

●ALTの発音をよく聞いて、英語本来の発音を
させるようにする

2point

10分10分

5分

1

2

3

4

英語であいさつし、「椿っ子Greetings」を歌う
Good morning, everyone. / How are you? / What day 
is it today? / How’s the weather today?

世界のあいさつと国旗を確認
（「英語ノート」P.６とP.38の復習）

担任やALTが「World Trivia」（世界の雑学やニュ
ース）をクイズ形式で紹介

担任が「振り返りカード」を配布し、子ども一人ひ
とりが「コミュニケーションを楽しむ10のポイント」
から今日の目標を設定する

＊『リズムでおぼえる 教室英語ノート』
　mpi（旧　松香フォニックス研究所）

1

2

3

4

5

6

担任が声を掛ける
Let’s play the Keyword Game.

班内でペアをつくり、うち一人が担任のところにア
イテム（食品サンプル）一つをもらいに行く。全ペ
アにアイテムが行きわたったら、ボックスからクジ引
きでキーワードを選ぶ

児童　Item, please.
担任　Here you are.
児童　Thank you. 

アイテムをペアの間に置く。ALTが次々に食品の名
前を発音するので、手拍子しながら復唱する

ALT　sandwich
児童　sandwich（手拍子）
ALT　yogurt
児童　yogurt （手拍子）

最初に決めたキーワードをALTが発音したら、
手拍子はせずにアイテムを取る

ゲームを何回か繰り返し、最後に家庭科で習った
三つの栄養素グループのうち、どのグループの食
品を取った者が勝ちかを発表する。全員で勝者
に拍手

担任にアイテムを返しに行く
児童　Thank you.

ご　い
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Here you are.

I’d like
miso soup.

●たくさんの友だちと話せるように、ペアになる
相手を毎回変える

●制限時間は、ランチ１セット当たり１分。２回繰り
返すことで、子どもが自分の反省を生かしたメ
ニューを作ることが出来るため、一つ目のラン
チを作る時間は短めに設定する

●なぜその食べ物を選んだのか、どんな組み合わ
せが理想的なのか、子ども自身に考えさせる

●２回目のランチ・メニュー作りでは、単に言いや
すい言葉や好きな食べ物でメニューを作るので
はなく、食べ合わせや栄養のバランスなどを考
えて作らせる

4point

●素早く取ることばかりに意識が向かわないように、ALTの発音を
よく聴いて、しっかり復唱するよう指示する

●単に「早くアイテムを取った方が勝ち」とならないように、特定の
栄養素の食べ物を取った児童が勝ちとするような工夫をする。家
庭科で学習した栄養素についての確認にもなり、教科横断的な内
容で授業を進めることが出来る

●アイテムをもらう時、返す時には、無言ではなく、Item, please. / 
Here you are. / Thank you. といった会話をきちんと交わす。
これがコミュニケーションの第一歩となる

3point

●発言する子どもが偏らないように、手を挙げてない子ども
を指名するなど、均等に発言させるようにする

●２の児童の振り返りでは、becauseの後に「友だちの声が
大きくて良かった」など、他者の良さを伝えるような話し
方を意識させる

●英語での表現方法が分からない場合は、May I speak 
Japanese? としっかり許可を取ってから日本語で話し始
めるように習慣付ける

　　　　●お別れの言葉は子どもに選ばせる

5point

1

2

3

45 アクティビティ振り返り

15分5分
1

2

3 

別の相手とペアになり、店員の役と客の役に分かれ
る。客の役の子どもが、24枚の「食べ物カード」の
中から好きな食べ物を選び、1分間で独自の「スペ
シャルランチ」を作る。この場面では担任は特に指
示を出さず、子どもに自由に選ばせる

店員　What would you like?
客　　I’d like…
店員　Here you are.
客　　Thank you.
店員　You are welcome.

自分の作ったスペシャルランチを班内で検討。好き
な食べ物ばかり選んでいないか、家庭科で学んだ知
識から栄養バランスが偏っていないか、などを担任
が発問し、子ども同士で日本語で話し合わせる

別の相手とペアになり、検討点を振り返りながら、
もう一度「スペシャルランチ」を作る

「振り返りカード」に記入して、今日の目標を達成出
来たかどうか確認する

数人の子どもを指名し、振り返りの内容を発表させ
る

担任　How was today’s lesson?
児童　I liked the Keyword Game, because…

「Good-bye Song」を歌い、お別れの言葉を言う
Thank you for the lesson. / See you next time. / 
Have a nice day.
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学校と
　家庭の学び

な
る

つ が
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19
項
目
の
授
業
規
律
を 

教
師
全
員
で
共
有

　

米
子
市
街
地
の
南
東
、
水
田
の
広
が
る

農
業
地
帯
に
位
置
す
る
米
子
市
立
五
千
石

小
学
校
。
地
域
に
は
３
世
代
同
居
の
家
庭

が
多
く
、
物
静
か
な
性
格
の
子
ど
も
が
大

半
を
占
め
る
と
い
う
。
し
か
し
、
2
0
0
6

年
度
に
中
村
裕
貴
校
長
が
赴
任
し
た
当
時

は
、
落
ち
着
い
て
授
業
を
受
け
ら
れ
な
い

児
童
が
、
特
に
高
学
年
で
見
ら
れ
る
状
態

だ
っ
た
。

　
「
授
業
中
に
私
語
を
す
る
児
童
や
、
授

業
と
休
み
時
間
の
け
じ
め
が
つ
い
て
い
な

い
児
童
が
見
ら
れ
、
基
本
的
な
生
活
規
律

に
不
安
が
あ
る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
ま

ず
、
ど
の
よ
う
な
規
律
に
基
づ
い
て
授
業

を
行
う
べ
き
か
を
、
教
師
自
身
が
は
っ
き

り
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、『
学

習
の
し
つ
け
』（
図
１
）
と
い
う
全
学
年

共
通
の
規
律
を
、
教
師
全
員
で
話
し
合
っ

て
定
め
ま
し
た
」

　
「
学
習
の
し
つ
け
」
に
明
文
化
し
た
の

は
、「
始
業
チ
ャ
イ
ム
の
前
に
着
席
す
る
」

「
ま
っ
す
ぐ
に
手
を
挙
げ
る
」
な
ど
、
19

項
目
に
わ
た
る
基
本
的
な
学
習
規
範
。
教

師
は
こ
れ
に
沿
っ
て
授
業
を
行
い
、
授
業

後
は
、
規
範
を
ど
の
程
度
守
ら
せ
る
こ
と

が
出
来
た
か
を
自
己
評
価
す
る
。

　

ま
た
、「
生
活
習
慣
は
日
常
の
あ
ら
ゆ

る
行
動
に
影
響
す
る
」
と
い
う
考
え
の
下
、

子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
も
取
り
組

ん
だ
。

　
「
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
た
め
に
は
、

一
定
の
就
寝
時
刻
や
起
床
時
刻
を
守
り
、

三
食
き
ち
ん
と
食
事
を
取
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
自
己
を
管
理
す
る
力
が
必
要
で

す
。
自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
も
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
お
の
ず
と
学
習
態
度

も
良
く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
中

村
校
長
）

子
ど
も
と
保
護
者
が
話
し
合
い 

生
活
改
善
の
目
標
を
決
定

　

た
だ
、
子
ど
も
一
人
で
は
、
規
則
正
し

い
生
活
を
す
ぐ
に
送
れ
る
よ
う
に
す
る
の

は
難
し
い
。
学
校
の
取
り
組
み
だ
け
で
は

教
師
の
目
が
届
か
な
い
家
庭
で
の
生
活
習

慣
は
改
善
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
同
校
は

家
庭
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
の
生
活
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
中
心
と
な
る
取
り
組
み
が
、
各
学

期
、
長
期
休
業
前
の
１
週
間
で
行
わ
れ
る

「
に
こ
に
こ
家
族
会
議
」（
P.　

図
２
）
だ
。

家
庭
で
子
ど
も
と
保
護
者
が
話
し
合
い
、

子
ど
も
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

「
に
こ
に
こ
家
族
会
議
」

鳥
取
県
米
子
市
立
五
千
石
小
学
校

米
子
市
立
五
千
石
小
学
校
で
は
、児
童
と
保
護
者
が
相
談
し
て
日
々
の
生
活
目
標
を
決
め
、

１
週
間
の
生
活
を
記
録
さ
せ
る「
に
こ
に
こ
家
族
会
議
」
と
い
う
取
り
組
み
を
中
心
に
、

児
童
の
生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
の
確
立
を
図
っ
て
い
る
。

せ
ん　

ご
く

ご
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米子市立五千石小学校校長

中村裕貴
Nakamura Yuki

鳥取県米子市立五千石小学校
◎1981（昭和56）年創立。06年度から、子どもの
生活習慣と学習習慣の確立に取り組む。家庭との連
携が実を結び、成果を上げている。

校長 中村裕貴先生
児童数 164 人
学級数 ８学級（うち特別支援学級２）
所在地 〒 683-0013　鳥取県米子市諏訪 1695
TEL 0859-26-2292
URL http://cmsweb1.torikyo.ed.jp/gosen-e/

「
ね
る
時
刻
」「
ね
る
時
刻
を
守
る
た
め
に

が
ん
ば
る
こ
と
」「
お
て
つ
だ
い
の
内
容
」

を
決
め
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
全
学
年

の
児
童
が
、「
何
時
に
寝
た
か
」
や
「
お

手
伝
い
を
ど
の
程
度
し
た
か
」
な
ど
、
毎

日
の
生
活
を
自
分
で
記
録
す
る
。
１
週
間

分
の
生
活
記
録
を
記
入
し
た
「
に
こ
に
こ

家
族
会
議
」
の
用
紙
は
、
子
ど
も
自
身
の

図１　学習のしつけ

振
り
返
り
と
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え

て
、
翌
週
の
月
曜
日
に
担
任
に
提
出
す
る
。

　
「
家
庭
で
話
し
合
っ
て
目
標
を
決
め
る

こ
と
で
、
子
ど
も
に
達
成
し
よ
う
と
い
う

意
気
込
み
が
生
ま
れ
、
家
族
の
励
ま
し
や

目
標
達
成
に
よ
り
自
尊
感
情
も
高
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
学
期
末
に
生
活
習
慣
を
整
え
、

長
期
休
業
中
の
生
活
の
乱
れ
を
防
ぐ
ね
ら

い
も
あ
り
ま
す
」（
中
村
校
長
）

　

多
く
の
子
ど
も
は
、
寝
る
時
刻
は
９
時

か
ら
９
時
30
分
に
設
定
し
、「
だ
ら
だ
ら

テ
レ
ビ
を
見
な
い
よ
う
に
す
る
」「
宿
題

を
早
め
に
終
わ
ら
せ
た
い
」「
お
風
呂
に

早
く
入
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど
の
約
束
事

を
挙
げ
る
。
お
手
伝
い
で
は
、
皿
洗
い
や

布
団
敷
き
、
ト
イ
レ
掃
除
な
ど
が
多
い
。

　

子
ど
も
自
身
の
振
り
返
り
で
は
、「
普

段
よ
り
早
寝
早
起
き
が
出
来
て
良
か
っ
た

で
す
」「
お
手
伝
い
を
し
て
み
て
、
お
母

さ
ん
に
褒
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
欄
で
は
、

「
目
標
を
達
成
出
来
て
良
か
っ
た
ね
。
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
励
ま
し
の
コ
メ
ン
ト
が
大
半
で
、

子
ど
も
の
達
成
感
と
自
尊
感
情
を
高
め
て

い
る
。
多
く
の
保
護
者
が
、
子
ど
も
の
寝

る
時
刻
が
早
ま
り
、
お
手
伝
い
の
習
慣
も

身
に
付
い
た
と
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
親
子
で
一
緒
に
目
標
や
約
束
事
を
決

め
て
い
る
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
実
感
だ
と

思
い
ま
す
」（
中
村
校
長
）

学
習
時
間
の
目
安
を
示
し

家
庭
学
習
を
促
す

　

五
千
石
小
学
校
で
は
、
家
庭
と
連
携
し

て
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
に
も
取
り
組
む
。

保
護
者
向
け
に
家
庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
た
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」（
P.

　

図
３
）
を
配
布
し
、
家
庭
学
習
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
る
。

　
「
保
護
者
の
中
に
は
、『
勉
強
は
学
校
で

教
え
て
く
れ
る
も
の
』
と
思
っ
て
い
る
方

「準備」「姿勢」「聞く」「話
す」「移動」「研究」の六つ
の大項目の下に、「鉛筆を
正しく持つ」「足の裏を床
につける」など、19の小項
目が置かれている。教師は
右側の空欄に日付と評価
（○、△、×など）を記入し、
学級の実態に応じて、規
範の加除も行う

「学習のしつけ」は、Benesse教育研究開発
センターのウェブサイトから加工可能な形式で
ダウンロード出来ます。
http://view21.jp/s9441/
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も
い
ま
す
。
し
か
し
、
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
家
で
復
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

初
め
て
身
に
付
き
ま
す
。
家
庭
学
習
の
重

要
性
を
保
護
者
に
知
っ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
に
家
庭
で
の
学
習
を
促
し
て
欲
し
か
っ

た
の
で
す
」（
中
村
校
長
）

　
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
は
低
学
年
用
、

中
学
年
用
、
高
学
年
用
を
作
成
し
て
い
る
。

声
掛
け
の
目
安
と
な
る
よ
う
、
各
学
年
の

望
ま
し
い
「
学
習
時
間
」「
家
庭
学
習
の

内
容
」「
勉
強
す
る
教
科
」
な
ど
を
具
体

的
に
記
載
し
て
い
る
。
声
掛
け
に
つ
い
て

も
、「
字
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
ね
」「
毎

日
続
け
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
速
く
計
算
で

き
る
よ
う
に
な
る
よ
」
な
ど
、
具
体
例
を

示
し
て
い
る
。

　

教
科
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
は
、
国

語
と
算
数
。
両
教
科
の
家
で
の
学
習
の
仕

方
を
全
学
年
の
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」

に
載
せ
て
い
る
。
基
礎
学
力
と
し
て
重
要

教
科
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
文
部
科
学
省

の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結

果
か
ら
、
漢
字
や
計
算
を
間
違
え
る
子
ど

も
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

家
庭
学
習
の
中
心
は
、
低
・
中
学
年
ま

で
は
宿
題
と
し
て
い
る
が
、
高
学
年
で
は
、

宿
題
に
加
え
て
、
授
業
の
予
習
・
復
習
も

す
る
よ
う
に
明
記
し
た
。
そ
の
た
め
、
高

学
年
で
は
、「
自
学
ノ
ー
ト
」
に
も
取
り

組
ま
せ
て
い
る
。
宿
題
以
外
に
、
自
分
で

課
題
を
見
付
け
て
自
由
に
取
り
組
む
も
の

で
、
中
に
は
自
学
ノ
ー
ト
が
年
に
10
冊
以

上
に
な
る
子
ど
も
も
い
る
と
い
う
。

　
「
中
学
校
に
進
む
と
、
自
主
学
習
の
役

割
が
増
し
ま
す
。
高
学
年
の
保
護
者
に
は
、

中
学
進
学
後
を
意
識
し
て
、
子
ど
も
に
学

習
習
慣
を
付
け
さ
せ
る
よ
う
に
伝
え
て
い

ま
す
」（
中
村
校
長
）

　

読
書
の
習
慣
を
付
け
さ
せ
る
こ
と
も
、

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
の
ね
ら
い
の
一

つ
だ
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
本
を
読
む
べ

き
か
を
学
年
ご
と
に
記
載
し
て
い
る
。
低

学
年
用
で
は
、
保
護
者
に
読
み
聞
か
せ
を

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
中
学
年
用
で
は

日
本
の
物
語
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
物
語

に
も
目
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
説
き
、
高
学

年
用
で
は
偉
人
の
伝
記
を
薦
め
て
い
る
。

　
「
読
書
を
す
れ
ば
教
養
が
身
に
付
き
、

子
ど
も
の
視
野
が
広
が
り
ま
す
。
学
年
ご

と
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
を
挙
げ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
は
楽
し
み
な
が
ら
読
書
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
学
習
習
慣
を
付
け

さ
せ
る
た
め
に
は
、『
保
護
者
も
学
ん
で

い
る
』
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
、
保
護
者
の
読
書
す
る
姿
を
子
ど
も

に
見
せ
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
」

（
中
村
校
長
）

行
動
を
振
り
返
ら
せ

子
ど
も
自
身
に
も

成
長
を
実
感
さ
せ
る

　

子
ど
も
が
、
自
分
の
学
習
習
慣
が
ど
の

程
度
改
善
さ
れ
た
か
を
振
り
返
る
機
会
と

し
て
は
、
１
学
期
と
３
学
期
の
年
２
回
、

全
校
で
「
こ
こ
ろ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、
以
前
か
ら
自
尊
感
情
を
測

る
目
安
と
し
て
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
た
が
、
中
村
校
長
は
学
習
習
慣
の

定
着
度
も
測
れ
る
よ
う
に
質
問
項
目
を
工

夫
し
た
。
現
在
は
、「
勤
勉
性
」「
学
習
達

成
の
程
度
」「
自
分
の
成
長
を
感
じ
る
か
」

記載項目は全学年共通で、「お
手伝いの内容」「寝る時刻と寝
る時刻を守るためにがんばるこ
と」「お手伝いと寝る時刻の目
標達成度合い」「子ども自身の
振り返り」「保護者のコメント」と
いった項目が並ぶ。翌週の月曜
日に担任に提出する

図2　にこにこ家族会議

「にこにこ家族会議」は、Benesse教育研究開発センター
のウェブサイトから加工可能な形式でダウンロード出来ます。
http://view21.jp/s9442/



ベ
ネ
ッ
セ
は
、『
学
校
＆
家
庭　
学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ベ
ネ
ッ
セ
は
２
０
０
７
年
度
か
ら「
家
庭
学
習
に
関
す
る
冊
子
」や「
教
育
に
関
す
る
情
報
冊
子
」な
ど
を
先
生
方
や
ご
家
庭
に
無
料
で
提
供
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
学
校
＆
家
庭　

学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。２
０
０
９
年
度
は「
家
庭
で
楽
し
く
！　

子
ど
も
の

『
こ
と
ば
の
力
』が
育
つ
本
」「
家
庭
で
楽
し
く
！　

子
ど
も
の
好
奇
心
が
ぐ
ん
！　

と
ふ
く
ら
む
本
」「
働
く
っ
て
カ
ッ
コ
イ
イ
！　

お
仕
事
探

険
ワ
ー
ル
ド
」な
ど
の
冊
子
を
発
刊
。２
０
０
８
年
度
実
績
で
は
、の
べ
約
６
３
０
０
校
か
ら
約
１
３
８
万
冊
も
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。「
学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
２
０
１
０
年
度
も
実
施
予
定
で
す
。貴
校
の
教
育
活
動
に
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

学校＆家庭　学び応援プロジェクト
ホームページ
http://www.benesse.co.jp/
manabiouen/
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な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
、
子
ど
も
が
自
己

評
価
す
る
。

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
大
半

の
子
ど
も
が
、自
分
が
『
成
長
し
て
い
る
』

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
感
は
、
自
尊

感
情
を
育
む
上
で
も
役
立
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
。
続
け
て
い
け
ば
、
今
以
上
に
成
長

す
る
こ
と
を
望
み
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い

子
ど
も
た
ち
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
中
村
校
長
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
直
後
に
は
、「
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
週
間
」
を
設
け
て
い
る
。
教
師

が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
面
談
す
る
機
会
だ
。
多
く

の
子
ど
も
は
、「
計
算
ド
リ
ル
を
毎
日
コ

ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
く
う
ち
に
、
と
て
も
速

く
計
算
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
苦
手

だ
っ
た
リ
コ
ー
ダ
ー
を
家
で
繰
り
返
し
練

習
し
て
、
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
う

れ
し
か
っ
た
」
な
ど
、
努
力
す
る
楽
し
さ

に
つ
い
て
話
す
と
い
う
。

　

１
学
期
末
の
保
護
者
面
談
で
は
、
子
ど

も
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
週
間
で
の
様
子
を
伝
え
る
。
そ
の
際
、

子
ど
も
が
何
を
悩
ん
で
い
る
か
も
伝
え
る
。

保
護
者
が
、
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
子
ど

も
の
側
面
に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
確
実

に
数
字
に
表
れ
て
い
る
。
09
年
度
の
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
を
基

に
、
中
村
校
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
国
語
も
算
数
も
前
年
度
よ
り
成
績
が

上
が
り
ま
し
た
。
生
活
習
慣
に
つ
い
て
も
、

毎
朝
決
ま
っ
た
時
刻
に
起
き
る
子
ど
も
や
、

家
庭
で
の
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
庭
も
含
め

た
生
活
習
慣
の
改
善
に
、
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

「学習時間のめやす」
は60分。宿題につ
いては、「学校での
学習をふり返りなが
ら、教科書やノートを
参考にして、苦手な
内容にも粘り強く取
り組みましょう」と記さ
れている。取り組むべ
き教科としては、「国
語」「算数」の他に
「音楽」が挙げられ、
「習った漢字を使っ
て、熟語や単文を作
りましょう」「よく間違
える計算は、繰り返し
練習しましょう」「リコ
ーダーの練習をしまし
ょう」など、それぞれの
教科を家庭でどのよ
うに学習するかを記
載している。また、中
学校生活を意識する
ことの重要性を述べ、
予習・復習を呼び掛
けている

図3　家庭学習の手引き（高学年用）



１年間、たくさんのご意見をお寄せいただき、 
ありがとうございました。 

［千葉県／M小学校／K・M］ 

 

 

［大阪府／S小学校／O・K］ 

 

 

 

［岩手県／N小学校／K・T］ 

 

 

 

［鹿児島県／N小学校／N・M］ 
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［宮城県／U小学校／S・Y］ 

 

 

 

 

［鳥取県／Ｉ小学校／N・A］ 

 

 

 

 

［埼玉県／K小学校／N・T ］ 

 

 

［北海道／H小学校／M・E ］ 
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今回の特集で取材をした二つの学校は、どちらも「言語活動が前提」では

なく、子どもが意欲的に今後の社会で必要な力を付けていくためには「言

語活動」が必要なものであると考え、授業をつくられていました。私も、そ

して恐らく多くの先生方にとっても、小学生の時に受けた授業とは異なる授

業。教師という仕事は、未来に求められる力を見極めて、それを授業の形

にしていくことがとても大切なのだと改めて感じました。（青木） 

編集後記 

今回は、１年間だけ就いてみたい職業を理由と共に書いていただきました。教職を離れたとしても、人

とかかわる職業を希望する声が多かったのが印象的でした。 

テーマ：もし１年間、教師以外の職業に就くとしたら？ 

◎社会科の教師としての見聞を広めるために、ツアーコン

ダクターとして、人々をまとめつつ世界中を歩きたいと思

います。 

 

◎臨床心理士。スクールカウンセラーの立場で学校を眺め

てみたいからです。 

 

◎テレビ番組の企画、運営、プロデューサー。皆の力で大

きなことを成し遂げる感動を味わいながら仕事が出来るか

らです。 

 

◎児童文学の作家です。これまで触れ合った子どもたちの

感動する話を多くの人に伝えたいと思います。 

 

 

◎教育誌の編集者。地区、校種を超え、教育界を見渡し、

コスト感覚を身に付けていきたいと思います。 

 

 

◎メディアリテラシーに大変、興味・関心があるので、テ

レビ局や新聞社に勤めてみたいです。 

 

 

◎社会科の事例に取り上げられているような自然豊かな地

域で暮らし、農業をしながら1年間、その地の人々の暮ら

しや産業に触れてみたいです。 

 

◎病院関係です。学校でも保護者、地域からの要望（時に

はクレーム）があるが、病院はもっと切実だと思うので「経

験値」を増やしたいです。 

 

◎冠婚葬祭に携わる仕事はどうだろうかと考えます。人の

大きな節目にかかわる仕事で、言葉遣いや態度、気配りが

重視されます。この経験は学校現場、特に保護者対応に生

かせると思います。 

◎宿泊体験施設の職員です。体験活動を中心に子どもたち

とかかわりたいです。 

 

◎何といっても話術を磨きたく、講談師として古里を語り

たいです。 

 

◎俳優になり、いろいろな人物に成り切って演じたいです。

自分ではない他人にもなれるという面白さと奥深さを学べ

ると思います。また、教師は子どもの前では「演じる」と

いうことも必要なので、それも学びたいです。 

 

 

◎小児科医です。子どものことを真剣に考えている親の姿

を見てみたいし、不安な親を自分の技術で助けてみたいと

思います。 

 

◎オーケストラのコントラバス奏者。学生オーケストラで

弾いていたので、プロのオーケストラで演奏できれば、こ

んなに幸せなことはありません。 

 

 

◎映画プロデューサーになり、教師の経験でのさまざまな

エピソードを映画にしてみたいです（出来れば自分よりか

っこいい役者を自分役にして）。 

 

 

◎政治家になって、この国を変えてみたいと思います。 
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